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2017年5月2日 

トランプ米大統領就任
100日の振り返り（1） 

主要な資産のパフォーマンスを比較すると？ 
外国株式は総じて堅調で、債券は為替ヘッジ付が安定したパフォーマンスでした。

リート市場では欧州リートが堅調でした。 

【主な株式】 (％) 【主な債券】 (％) 

【主なリートなど】 【主な通貨】 

○ トランプ米大統領の就任後100日の間、総じて円高が進みました。主要資産のパフォーマンスを見ると、外国
株式は総じて底堅く、特に新興国アジアが堅調でした。債券では為替ヘッジ付が安定したパフォーマンスとなり
ました。リートは欧州リートが大きく上昇する中、アジア・パシフィックリートも堅調でした。 

(％) (％) 

（注1）大統領就任日(2017年1月20日)と100日目(2017年4月28日)の比較。 
（注2）株式：MSCIベース。債券：Bloombergバーグレーズベース。リート：S&Pベース。BDC：ウェルスファーゴBDC・インデックス。 
           MLP：アレリアンMLP・インデックス。各指数はすべて円、トータルリターンベース。 
（出所）Bloomberg L.P.、FactSet、S&P Dow Jones Indices LLCのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
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